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2011 年 11 月 28 日 

 

 

（社）日本建設機械化協会 建設業部会 

 

 

 



◆ 機電技術者意見交換会開催にあたり 

 

(社) 日本建設機械化協会 

建設業部会 副幹事長 小俣文良 

 

現在、現在建設業を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあります。少子高齢化の社会

情勢を反映し、国家予算の配分は社会福祉に重点が置かれ、公共事業削減が毎年継続し

て実施されています。日本経済全体を見ても円高の影響もあり、産業の空洞化は更に進

み、民間の設備投資も減少傾向にあり、建設市場の規模は最盛期の 3 割から 4 割程度ま

で落ち込んでいる状況です。 

そんな中、皆さんもご存知のように、3.11 の東日本大震災を受け、早期の復興に向け

全国民が関心を持ち、復興方針も徐々に具体化され、現地も動き出しているところです。 

復興の第一歩はインフラ整備からと言うことで、建設業の役割は言うべくもなく、非

常に重要な役割を担うことになります。すでに皆さんの会社も復興業務に携わっている

ところが多々あることと思います。特に、原発事故の復旧においては、我々にあまり経

験のない、放射線対応があり、復興のスピードを阻害している大きな要因となっていま

す。すでに対応されている皆さんは悪条件の中、いろんな知恵を出し合って対処してい

ることと思います。作業環境・資機材の手配に関連する課題等、既存のルールもなく非

常に厳しい環境での作業となっているようです。 

この様な状況の中、更に多くの英知を結集し、迅速に作業を進めるため、各社の意見

要望の収集・国への上申ということが必要であり、その役割を担う立場として、機械化

協会に対する期待も大きくなってきています。 

この様な環境の中であり、たいへん重要な業種(職場)であるにもかかわらず、昨今就職

の場として不人気になってきている現実があります。特に機電職員においては、入社希

望者が少なく、人材確保に苦慮しているところです。 

本来我々建設会社の仕事は「ものづくり」で社会に評価され貢献してきました。この機

電技術者意見交換会も今回 15 回目を数えるわけですが、まさしく優秀な人材確保等をも

鑑み「ものづくりの楽しさをどのように伝えるか」をテーマとしているところです。 

この意見交換会の目的としては、 

※ 情報活動の場としての活用 

※ 建設業各社機電部門の活性化 

※ 機電技術者の地位向上の一施策 

があります。それぞれの所属する会社や従事している仕事・立場の違いはあるでしょう

が、自社内での交流とは別の成果や刺激が期待できると思います。二日間という短い時

間ではありますが、ものづくりの楽しさを伝えるにはどのようにしたらよいかという議

論を通して機電技術者間のつながりを深めていただきたいと思います。また、二日目の

講演会においては、今回の震災における「地震に伴う地殻変動」及び建設の機械化の歴

史を知っていただきたく、「建設機械化の歩み」の二講演を予定しています。いろんな情

報を吸収していただき、明日からの糧にしていただければと思います。 



◆ 第 15 回機電技術者意見交換会報告 

 

2011年11月 

(1) 背景  

  これまでに14回の機電技術者意見交換会が行われているが、参加者の感想として  

  「各社各人が機電職として同じ問題を抱えている  

  「同業他社との交流が有意義だった」  

  「継続的開催を希望する」  

  等々の意見が多く、それを踏まえて今年度も第15回機電技術者意見交換会を開催した。 

(2) 討議テーマ  

  「ものづくりの楽しさをどのように伝えるか？」を各班において検討  

  課題の杣出・絞込み、その背景整理を行い、討議を実施した。 

 

(3) 講演  

  ・職業訓練法人 全国建設産業教育訓練協会 

富士職業訓練センター 教育訓練課 

      非常勤講師 川本 正之  

      テーマ：「建設機械の変遷」 

 ・㈱ジェノバ  

   営業部課長 岩田 好正 

   テーマ：「東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動について」 

   の講演をいただいた。  

 

(4) 部会発表  

  各班の討議結果を2日目(10月7日)の午後、建設業部会委員参加のもと発表を行った。 

 

(5) まとめ  

  この意見交換会を、機電技術者の意見交換の場作りとするとともに、本活動を、  

    ①情報交換の場として機能させる。 

    ②建設業各社機電部門の活惟化の一助とする。 

    ③機電技術者の地位向上の一施策として役立てる。  

  と位置づけ、（社）日本建設機械化協会、建設業部会、各社がそれを支援するという 

  考えで進めて行きます。 

  

  以上、まとめを添えて報告いたします。 

〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8  

(仕)日本建設機械化協会 建設業部会長 

TEL 03-3433-1501 FAX 03-3432-0289 

 



◆ グループ討議成果 

（第１班） 

 

 

 

 

 



 

 



（第 2 班） 

 

 

 

 



 



（第３班） 

 

 

 





（第４班） 

 

 

 





◆ アンケート集計結果 

 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



◆ 資料 

 

(1) 意見交換会参加募集及びスケジュール 

会場・会期は 10 ヶ月前に確定しており、参加者募集の事前予告としておおよそ 2ヶ

月前に建設業部会会員各社へ配信し、参加者の人選を要請している。その後、下記の

ような募集案内を会員各社へ配信し、参加者を募集した。 

 

---------------------------------------------------------------------------------- 

                              平成 23 年 8 月 26 日 

各 位  様  

                      (社) 日本建設機械化協会     

建設業部会 部会長 川本伸司 

 

第第第第１５１５１５１５回回回回    機電技術者意見交換会機電技術者意見交換会機電技術者意見交換会機電技術者意見交換会およびおよびおよびおよび講演会講演会講演会講演会のごのごのごのご案内案内案内案内        

 

標記意見交換会および講演会を下記の要領により開催致します。 

ご多忙の折、参加者を選出して頂きまして、ご連絡頂けますようお願い申し上げます。 

記 

１）開催趣旨、実施要領（詳細は､参加申込者に別途送付します） 

開催日 ： 10 月６日（木）～10 月７日（金） 

テーマ ： ものづくりの楽しさをどのように伝えるか（３） 

場 所 ： 国立オリンピック記念青少年総合センター 

参加費 ： 17,000 円（宿泊・食事代含む） 

※ 当日、協会発行領収書と引換に、徴収させて頂きます。 

２）講演会 

講演会① 講師：川本正之 

     演題：「建設機械の変遷」 

講演会② 講師：（株）ジェノバ 営業部課長 岩田好正（暫定） 

演題：東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動について 

３）意見交換会参加者の選出基準（原則） 

機電技術者（経験年数 10～20 年前後） 

職務経歴問わず 

４）参加者の自己アピールシート 

参加者には、自己アピールシートを作成して、当日発表して頂きます。 

自己アピールシートは、パワーポイントによる作成とします。 

作成要領等は、後日（受付締切後に）事務局より参加者宛に配信します。 

概略は以下のような内容（構成）での作成となります。 

① 氏名、所属会社、略歴等 

② 今までに最も楽しかった仕事 



③ 現在の仕事 

④ 自己アピール（仕事以外で） 

⑤ テーマに関連した事項で話したいこと 

５）過去の開催実績等 

昨年度までの「機電技術者意見交換会」開催実績は、（社）日本建設機械化協会のホ

ームページ（http://www.jcmanet.or.jp/）で閲覧できます。 

検索は以下の手順で行って下さい。 

６）概略スケジュール（案） 

【1 日目】 

08：30 参加者受付開始 

09：00 会場集合 

建設業部会長挨拶、意見交換会オリエンテーション 

09：30 参加者の自己アピール発表（5 分／人） 

11：45 昼食 

12：30 参加者の自己アピール（午前中に終了しなかった場合の予備時間） 

13：15 グループに分かれて、グループ別討議 

17：30 宿泊手続き等 

18：00 懇親会（立食パーティ） 

【2 日目】 

08：30 グループ討議（続き） 

10：30 グループ討議の成果の取りまとめ（発表資料作成） 

12：00 昼食 

12：45 講演会 

14：30 グループ討議成果の発表（15 分発表・５分質疑／チーム） 

発表資料はパワーポイントによる作成とし、後日、建設業部会・機電

技術者意見交換会に掲載される報告書の一部となります。また、意見

交換会報告書（CD 版で、参加者配付予定）にも掲載されます。 

16：20 全体討議、講評 

意見交換会アンケート 

17：00 閉会 

７）参加の申込 

参加希望者は、次ページの申込書に所定事項を記入（必須事項は必ず記入）の上、   

９９９９月月月月１５１５１５１５日日日日（（（（木木木木））））までに、機械化協会事務局あてにメールメールメールメールもしくはＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸにてご返信

下さい。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

 

機電技術者意見交換会のスケジュールは以下とおりである。 

 

 



 

機電技術者意見交換会スケジュール 

 

 

 

 



(2) 参加者名簿 

No 班 氏 名 所       属 経験年数 

1 京免継彦 佐藤工業㈱ 土木事業本部 技術部 機電課 25 年 

2 大角嘉之 大豊建設㈱ 大阪支店 津川ケーソン作業所 16 年 

3 杉田 崇 鉄建建設㈱ ＪＶリニア御坂中作業所 15 年 

4 豊田敏之 
鹿島建設㈱ 東京土木支店 第三土木統括事務所 

中央環状品川線統合事務所本線シールド工事事務所 
16 年 

5 稲見悠太 
㈱フジタ 首都圏支社東京支店 土木部 王子幹線

作業所 
6 年 

6 

１ 

青木祐太 前田建設工業㈱ 小坂・久々野トンネル作業所 2 年 

7 横田栄治 ㈱竹中工務店 西日本機材センター 電気グループ 25 年 

8 平間貴史 三井住友建設㈱ 東北支店 栗子トンネル作業所 17 年 

9 水川達也 東亜建設工業㈱ 土木事業本部 機電部 15 年 

10 副島幸也 ㈱間組 土木事業本部 機電部 14 年 

11 吉澤尚志 
清水建設㈱ 土木事業本部 土木技術本部 機械技

術部 
11 年 

12 

２ 

新見孝之 大成建設㈱ 土木本部 機械部 機械技術室 2 年 

13 三輪敏明 ㈱大林組 機械部 企画課 18 年 

14 北本正弘 西松建設㈱ 関東土木支社 営業部営業２課 16 年 

15 平田 健 ㈱鴻池組 大阪本店 機材センター 機電課 16 年 

16 中村 聡 東急建設㈱ 技術研究所メカトログループ 13 年 

17 園部陽一 五洋建設㈱ 船舶機械部 11 年 

18 

３ 

松井悠紀夫 ㈱奥村組 東日本支社 土木第二部 機械部 5 年 

19 西村健治 前田道路㈱ 工事事業本部 工務部 機械センター 22 年 

20 村上 優 日本道路㈱ 機械部 機械グループ 1 年 

21 大谷健二 大林道路㈱ 本店 機械センター 施工技術課 13 年 

22 岩田 智 鹿島道路㈱ 生産技術本部 機械部 機械センター 3 年 

23 大石将義 ㈱ＮＩＰＰＯ 生産技術機械部 生産機械グループ 7 年 

24 

４ 

毛塚崇文 
大成ロテック㈱ 東北支店 宮城営業所 仙台合材

工場 
1 年 

 



(3) 実施状況 



 



                                                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 機電技術者意見交換会を振り返って 

 

（社）日本建設機械化協会 

建設業部会 幹事長 山﨑 忍 

 

 第 15 回を迎えた機電技術者意見交換会は、震災、原発事故、台風被害などへの対応で忙殺

される状況下での開催となり、参加人員の減少を懸念しておりましたが、土木、建築、海洋、

港湾、道路にわたる広い領域から機電技術者総勢 24 名の方々にご参加をいただきました。ま

ずは参加者の皆様と会の趣旨にご賛同いただきました所属会社のご上司の方々に御礼申し上

げます。また、貴重なお話を頂戴しました富士職業訓練センターの川本正之様、㈱ジェノバ

の岩田好正様にも御礼申し上げます。 

 2 日間の短い時間ではありましたが課題テーマ“ものづくりの楽しさをどう伝えるか？”

の討議を通じて非常に活発な意見交換がくりひろげられました。答えのない課題に対して機

電技術者個々が置かれている状況、孤立感、伝承すべき後輩の不足、評価の在り方などの問

題点の共有からはじまり、やがては機電技術者ならではの価値観や達成感などへと話が移行

し、4つのグループそれぞれから個性豊かな発表がなされました。 

 今年 4 月幹事長に就任し、小職にとっても初めての本会参加になりましたが、小粒でも光

り輝く機電技術者の方々にお会いできたこと、また、本会にご参加いただいた何人もの方々

から“参加してよかった”とのお言葉を頂戴し、本当にうれしく思った次第です。 

 一方で本会の持ち方について建設的なご意見も多数頂戴しました。討議の課題テーマにつ

いては “技術の伝承”上げられた方が多く、人数的にも少ない機電技術者の切実かつ悩み多

き課題であるようです。また“最新の機電技術”、“問題解決事例”、“具体的に抱えている現

場での問題点”の紹介など、役立つ最新情報や知見を増やす場としても皆様から期待の声を

いただきました。 

 閉会に際し、次年度の開催をお約束しました。今後機電技術者はより高度な専門性と広角

的なバランス力が求められ、期待度も高まるばかりです。次回開催に際しては、変化する建

設業界の状況と皆様から頂戴したご意見を踏まえ、本会が機電技術者の方々の交流や育成の

一助となるよう検討を加えていきたいと考えております。 

 最後になりますが本会を支えていただいている建設業部会員の方々、また今回ご聴講いた

だきましたレンタル業部会幹部の方々にこの場をお借りして謝意を表させていただきます。 

 


